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令和７年度 事業計画書 

  

社会福祉法人道南福祉ねっと 

 

はじめに 

本年度は、2000 年に無認可の事業所として開所し 25 年を迎える年となりました。昨年度末よりこれま

での経営と運営、支援についての課題を挙げ、今後の方向性について役職員と会議を重ねました。法人の

設立当初より、ソーシャルインクルージョンを基盤とする高度地域福祉社会の実現を目指すことを目的と

して道南福祉ねっとは存在していること、また、これを達成するうえで、あらゆる困難を乗り越えるため

に「愛と勇気とサイエンス」をもって真摯に立ち向かう決意を役職員全員で改めて確認したところです。 

 本年度の事業経営が、今後向こう 10 年の法人としての存続に係る試金石となることから、丁寧に着実

に実施していくこととしました。事業については、昨年度の事業所を継続して運営し、新規事業として、

森町に生活介護事業所の開設をします。政府の地震調査委員会より北海道沖の千島海溝の巨大地震の発生

について、30年以内にマグニチュード 8.8以上の巨大地震の確立が 7％から 40％に一気に上がり発表がな

されました。日頃からの防災訓練をはじめ緊急事態に備える日常を歩まなければと考える次第です。その

ため森町での新規事業については避難場所としての役割を持たせ、思い切って建設することとしました。 

 法人として、制度改正等に柔軟かつ的確に対処できるように社会情勢を見極めながら、今後の障害者支

援を考える行動の年としてこの 1年を過ごしていきたいと考えています。 

  

 

Ⅰ 法 人 運 営 
 

１ 理事会・評議員会の開催 

 

月 内        容 

５ 理事会 監事監査 

６ 理事会 評議員会 

１０ 理事会 研修会 監事監査 

１ 理事会 研修会 監事監査 

３ 理事会 評議員会 研修会 監事監査 

 

＊ 監事による内部監査を定期に行う。 

＊ 重要案件が発生した場合は、随時、理事会・評議員会を招集し審議する。 

＊ 理事数－６名  評議員－７名 
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Ⅱ 第二種社会福祉事業-地域生活支援事業 

 

A 地域活動支援センター事業 
 

地域活動支援センター（Ⅴ型）   つばさ 

地域活動支援センター（Ⅴ型） ながま～る 

 

１ 地域活動支援センターの概要 

 

施設名・所在地 事業開始年月日 利用定員 職員配置 

つばさ（七飯町補助事業） 

北海道亀田郡七飯町本町３丁目４番６号 

℡ ０１３８－８６－７１１８ 

2007年（平成 19年）4月 1日 １０名 １名 

ながま～る（森町委託事業） 

北海道茅部郡森町字新川町２１１番地１ 

℡ ０１３７４－２－６６４４ 

2007年（平成 19年）4月１６日 ５名～ １名 

 

２ 事業目標 

 

地域において一般就労が困難な障害当事者に対する入浴等の衛生管理、地域社会で生活するうえでのル

ールの習得等に係る社会生活支援をとおして、互いの存在を認め合い、助け合い、共に働き、共に楽しむ

「共働」関係づくり、場づくりの推進を図ると共に、障害当事者の社会的自立に必要なあらゆる支援を行

うことを主たる目標とする。 

 

３ 障害当事者支援 

 

個別ニーズに基づき支援計画を作成し、作業支援、生活支援並びに文化的活動支援等の充実を図る。 

 

（１）生活支援 

・すべての人が共に手を携えて地域生活をおくることができるようにするために、高度地域福祉社会の実

現を目指しながら、それぞれに必要な生活支援を行うとともに、人権を最優先にした施設運営を通して、

一人一人が楽しく通所できるよう努めるものとする。 

 

（２）作業支援 

・各種作業内容に応じた作業支援を行い、当事者の主体的な運営を目指しながら、それぞれの当事者の手

持ちの力を最大限引き出すよう努めるとともに、それぞれの当事者が社会的経済的自立を図ることができ

るよう考慮するものとする。 

 

（３）文化的活動支援 

・音楽バンド「ToMoブレンド」を通して、地域における文化的な活動に積極的にかかわり、障害当事者の

地域生活の充実を図るよう努める。 

 

４ 施設運営管理 

 

（１） ケース担当者 

・障害当事者の人権保障やケアの充実を図るため、担当者を定め、施設長をスーパーバイザーとする。 

 

（２） 体調の管理 
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・当事者の体調等に常に配慮し、事故等のないように最大限の注意を払う。 

 

（３） 資金計画 

・施設運営のための通常経費は、国、自治体の運営費補助及び委託事業収入並びに寄付金等で賄うものと

する。 

 

５ 設備 

・作業場－流し台、テーブル、椅子、パソコン、ストーブ、トイレ、作業設備、他 

６ 事業計画 

 

（１）作業及び活動時間 

・午前１０時から午後５時までとする。ただし利用者の体調を基本とした実態、状況を配慮する。 

※ 当面、午前１０時から、午後４時までとする。 

 

（２）作業内容   

 

    タイムケアサービス事業 珈琲豆ハンドピック作業等 

資源ごみ回収事業 資源ごみの分別、その他 

軽作業 物品の整理・分類、会報作成作業等 

 

（３）その他の活動 

 

・音楽バンド等による文化的活動 

・散策、買い物等生活活動、行事の実施 

・障害児者、難病患者、子ども、高齢者等に係る相談支援活動 

 

（４）活動領域一覧 

活動領域 目     的 活動分野 主たる活動内容 

「作業」領域 

 

 「共働」を基本に、障害等の

ある方もない方も、共に生き、

共に働き、共に集う関係を通し

て、その存在を認め合い、助け

合い、すべての方の社会的経済

的自立に関する権利の具現化を

図ることを主たる目的とする。 

・整理作業 

・販売活動 

・タイムケアサ

ービス 

 

・販売用リサイクル品の整理 

・コーヒー豆等の外販 

・リユース品の外販 

・会報、チラシ等の編集、製作、発行 

・珈琲豆のハンドピック作業 

・タイムケアサービス全般に関する業務 

・その他、当事者のニーズに応じた生産活動 

「くらし」領域 

  様々な地域生活を通して、

あらゆる垣根を取り払い、個性

ある生活を味わう権利を具現化

することを主たる目的とする。 

・生活活動 

・生活技術 

・買い物 

・散策、訪問 

・日常生活活動 

・日常生活全般に関する技術の習得 

・買い物等の活動 

・地域散策（含、地域施設訪問）等の活動の実

施 

「余暇活動」領域 

  生活の質的拡大を通して、

地域で生きる楽しさを具現化す

ることを主たる目的とする。 

・スポーツ 

・趣味の活動 

・運動、スポーツ、趣味の活動の実施 

・文化、音楽活動（ToMo ブレンド） 

・個々のニーズに応じた趣味の活動（テレビ、

ビデオ鑑賞、等） 
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「研 修」領域 

 それぞれの持てる力を発揮

し、諸々の研修を通して共に生

きることの楽しさを具現化する

ことを主たる目的とする 

・社会研修 

・学習会 

・レクリェーション、ハイキング 

・泊を伴う研修旅行の実施 

・障害当事者団体、障害者団体等の主催する

研修、学習会への参加 

・様々な学習会等の実施（含、映画鑑賞等） 

（５）日 課、週 予 定 

① 日 課 

障害当事者の主体的な活動を基本としつつ、一人一人を活かすために必要な支援を、そのときどきに応

じて適切に行うよう努め、充実した日課をこなすことができるよう配慮するものとする。 

なお、希望者は、土日祝日も利用できるものとする。 

 

② 週 予 定  

地域活動支援センターつばさ 

 

曜日 

時間 
日 月 火 水 木 金 土 

08:30-09:00 休 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 

準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 休 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 

09:00-12:00 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 

休憩 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

13:00-15:30 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 

15:30-16:00 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 

退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 

17:00-17:30      

17:30 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 

 

地域活動支援センターながま～る 

曜日 

時間 
日 月 火 水 木 金 土 

08:30-09:00 休 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 

準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 休 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日 

09:00-12:00 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 

休憩 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

13:00-15:30 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 生活・作業 

15:30-16:00 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 

退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 

17:00-17:30      

17:30 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 

 

（６）年間事業計画 

月 行 事 名 備   考 

４  各種会議等 

５ お花見レク  各種会議等 

６ 職員健康診断、つばさ運営委員会 各種会議等 

７ 各種地域行事参加 各種会議等 
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８  各種会議等 

９ 防災訓練 各種会議等 

１０ 各種地域行事参加、つばさ運営委員会 各種会議等 

１１  各種会議等 

１２ クリスマスレク、職員研修 各種会議等 

１ つばさ運営委員会 各種会議等 

２ 防災訓練 各種会議等 

３ 職員研修、つばさ運営委員会 各種会議等 

 

７ その他 

 

（１） その他の事項については、「地域活動支援センター運営規程」によるものとする。 

（２）2025年 10月を目途に、森町において「生活介護センターうわだい（仮称）」を開設予定。それに

ともない、「地域活動支援センターながま～るについては、新設する建物に場所を移転する予定である。 

 

 

B 日中一時支援事業 

 

１ 日中一時支援事業の概要 

 

施設名・所在地 事業開始年月日 利用定員 職員配置 

ToMoハウス（函館市委託授業） 

北海道亀田郡七飯町本町４丁目２０番２号 

℡ (Fax)０１３８－６５－７０４１ 2024年（令和 6年）10月 1日 
空床 

利用 
7名 

ＡＬＬハウス（函館市委託事業） 

北海道亀田郡七飯町本町３丁目４番６号 

 

２ 事業目標 

 

障害者または障害児（以下「障害者等」という。）を一時的に預かることにより，障害者等に日中活動

の場を提供し，見守りおよび社会に適応するための日常的な訓練等を行うとともに，障害者等の家族の

就労支援および障害者等を日常的に介護している家族の一時的な休息を得ることにより，障害者等の福

祉の推進を図ることを目的とする。 

 

 

３ 障害当事者支援 

 

個別ニーズに基づき支援計画を作成し、作業支援、生活支援並びに文化的活動支援等の充実を図る。 

①食事の提供 

 食事は生活の基本であり、食の充実は生活の豊かさにつながる。温かい雰囲気で食事を楽しんでもら

えるように努め、他者との楽しいコミュニケーションの場となるようにする。 

②入浴又は清拭 

 自宅の浴槽等での入浴が困難な利用者に入浴支援を行う。安心して入浴できるように入浴道具一式を
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用意し明るく楽しい入浴となるように努める。 

③創作的活動 

 利用者のニーズに応じた趣味の活動を保障し、楽しい雰囲気で活動できるように努める。   

④生活相談 

利用者の相談に応じ、社会生活上の様々な困難の解決を図るよう努める。 

⑤健康管理 

 利用者の多くは、健康面で自己管理ができず、痛みや苦しみを訴えることがうまくできず、症状を自

覚しにくい。一人一人をしっかりと見つめて、事故等のないように最大限の注意を払う。 

 

４ その他 

 

（１）本事業は「就労支援センターToMo ハウス」の空床を利用して行うものとし、施設運営管理や設備、

（２）事業計画等については、後段「就労支援センターToMoハウス」に準ずるものとする。 

その他の事項については、「日中一時支援運営規程」によるものとする。 
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Ⅲ 第二種社会福祉事業-障害福祉サービス事業 

 

A 一般・特定・障害児相談支援事業 
 

１ 相談支援事業の概要 

 

相談支援センター エヴリデイ 

 

施設名・所在地 事業開始年月日 職員配置数 

相談支援センター エヴリデイ 

北海道亀田郡七飯町本町４丁目２０番２号 

℡ ０１３８－８６－７１１８ 

Fax ０１３８－６５－７０４１ 

相談支援事業所（法人本部内） 

2007年（平成 19年）８月 1日 ４名 

 

２ 事業目標 

 

障害当事者がその有する能力及び実態に応じ、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、

当該当事者の身体その他の状況及びその置かれている環境に応じて、本人又は障害児の保護者の選択に基

づき、適切な障害福祉サービス等が、多様な事業者から、総合的かつ効率的に提供されるよう相談及びサ

ービス利用計画作成等の援助を適切に行うことを主たる目標とする。 

 

３ その他 

 

その他の事項については、「相談支援センター運営規程」によるものとする。 

 

 

B 就労継続支援 B型事業 
 

１ 就労支援事業の概要 

 

就労支援センターＴｏＭｏハウス 

 

施設名・所在地 事業開始年月日 利用定員 職員配置数 

ＴｏＭｏハウス（法人所有） 

北海道亀田郡七飯町本町４丁目２０番２号 

℡（Fax）０１３８－６５－７０４１ 

2007年（平成 19年）8月 1日 １０名～ 

８名 

ＡＬＬハウス（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町本町３丁目４番６号 
2012年（平成 24年）5月 1日 １５名～ 
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就労支援センターＷＯＲＫハウス 

 

施設名・所在地 事業開始年月日 利用定員 職員配置数 

ＷＯＲＫハウス（法人所有） 

北海道茅部郡森町新川町２８０番２ 

℡（Fax）０１３７４－７－１０４１ 

2011年（平成 23年）10月 1日 ２０名～ 

６名 
ＣＲＥＡＴＥハウス（賃貸） 

北海道茅部郡森町新川町２００番地６ 

℡（Fax）０１３７４－２－３３７８ 

2012年（平成 24年）10月 1日 １０名～ 

 

就労支援センターＰＯＲＴハウス 

 

施設名・所在地 事業開始年月日 利用定員 職員配置数 

ＰＯＲＴハウス（賃貸） 

北海道北斗市久根別１丁目１４番３０号 

℡（Fax）０１３８－８４－５５３５ 

2017年（平成 29年）８月 1７日 ２５名～ 

１２名 
又蔵さんち（法人所有） 

北海道北斗市向野１丁目１５番１７号 

℡（Fax）０１３８－８３－１６８７ 

2017年（平成 29年）８月 1７日 １０名～ 

 

就労支援センターＮＥＷハウス 

 

施設名・所在地 事業開始年月日 利用定員 職員配置数 

就労支援センターＮＥＷハウス（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町字上藤城３４番地１ 

℡（Fax）０１３８－６４－５２２５ 

2014年（平成 26年）4月 14日 ２０名～ ７名 

 

２ 事業目標 

 

喫茶店、リユースショップ、タイムケアサービス、外販等の就労支援事業をとおして、互いの存在を認

め合い、助け合い、共に働き、共に楽しむ「共働」関係づくり、場づくりの推進を図ると共に、障害当事

者の社会的経済的自立に必要なあらゆる支援を行うことを主たる目標とする。 

 

３ 障害当事者支援 

 

個別ニーズに基づき支援計画を作成し、就労支援等の充実を図る。 

 

（１）生活支援 

・すべての人が共に手を携えて地域生活をおくることができるようにするために、高度地域福祉社会の

実現を目指しながら、それぞれに必要な生活支援を行うとともに、人権を最優先にした施設運営を通し

て、一人一人が楽しく通所できるよう努めるものとする。 

 

（２）就労支援 

・各種事業内容に応じた就労支援を行い、それぞれの当事者の手持ちの力を最大限引き出すよう努める

とともに、社会的経済的自立を図ることができるよう一般就労への道を考慮するものとする。 

・当事者の力を具体的な運営に生かすために、作業等の推進を目的とした当事者代表制をしき、施設長

や職員と共に活動を担うよう努めるものとする。 



9 

４ 施設運営管理 

 

（１）体調の管理 

当事者の体調等に常に配慮し、事故等のないように最大限の注意を払う。 

 

（２）資金計画 

施設運営のための通常経費は、利用料、利用者自己負担金、国、自治体の補助及び寄付金等で賄うもの

とする。 

 

５ 設備 

 

・作業場、流し台、テーブル、椅子、パソコン、ストーブ、トイレ、作業設備、他 

 

６ 事業計画 

 

（１）就業及び生活活動時間等 

 

・午前９時から午後４時までとする。ただし利用者の体調を基本とした実態、状況を配慮する。 

※ＰＯＲＴハウスのみ、作業の関係により午前８時から開所とする。 

 

（２）事業内容   

喫茶店運営事業収入 
喫茶店舗業務、リユース店舗業務、帳簿、経理業務、店内販売、外

販、注文販売等 

菓子製造事業収入 菓子製造販売 

珈琲豆製造加工業収入 珈琲豆焙煎及び販売 

特産品販売事業収入 手作り品生産、販売等 

リユース商品販売事業収入 リユース品の整理・修理、商品外販 

タイムケア事業収入 企業下請け作業、個人依頼作業、企業実習等 

 

（３）活動領域一覧 

 

活動領域 目     的 活動分野 主たる活動内容 

「事業」領域 

 

 「共働による就労」支援を基

本に、障害等のある方もない方

も、共に生き、共に働き、共に

集う関係を通して、その存在を

認め合い、助け合い、すべての

方の社会的経済的自立に関する

権利の具現化を図ることを主た

る目的とする。 

また、一般就労に必要な知識、

能力の向上のための必要な支援

を行う。その他の便宜を適切か

つ効果的に行う。 

・店舗作業 

・修理整理作業 

・販売活動 

・タイムケア作

業 

・喫茶店舗、菓子製造業、珈琲豆製造加工業の運

営 

・販売用リユース品の整理、修理 

・コーヒー豆等の外販 

・リユース物品の外販 

・タイムケア作業（パック商品化作業、農業作業、

食品加工作業、ハンドピック作業、ホールド磨き

作業、その他） 
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「くらし」領域 

 様々な地域生活を通して、あ

らゆる垣根を取り払い、個性あ

る生活を味わう権利を具現化す

ることを主たる目的とする。 

・生活活動 

・生活技術 

・買い物 

・日常生活活動 

・日常生活全般に関する技術の習得 

・買い物等の活動 

「余暇活動」領域 

 生活の質的拡大を通して、地

域で生きる楽しさを具現化する

ことを主たる目的とする。 

・スポーツ 

・趣味の活動 

・運動、スポーツ、趣味の活動の実施 

・文化、音楽活動（ToMo ブレンド） 

・個々のニーズに応じた趣味の活動（テレビ、ビ

デオ鑑賞、等） 

「研 修」領域 

 それぞれの持てる力を発揮

し、諸々の研修を通して共に生

きることの楽しさを具現化する

ことを主たる目的とする 

・作業研修 

・社会研修 

・学習会 

・作業技術研修の実施 

・レクリェーション、ハイキング 

・泊を伴う研修旅行の実施 

・障害当事者団体、障害者団体等の主催する研

修、学習会への参加 

・様々な学習会等の実施（含、映画鑑賞等） 

 

（４）日 課、週 予 定 

 

① 日 課 

障害当事者の主体的な就業活動を基本としつつ、一人一人を活かすために必要な支援を、そのときどき

に応じて適切に行うよう努め、充実した日課をこなすことができるよう配慮するものとする。 

 

② 週 予 定  

就労支援センターＴoＭoハウス 

曜日 

時間 
日 月 火 水 木 金 土 

08:30-09:00 休

日 

準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 

09:00-12:00 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

休憩 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

13:00-15:30 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

15:30-16:00 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 

退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 

17:00-17:30       

17:30 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 

 

就労支援センターＷＯＲＫハウス 

曜日 

時間 
日 月 火 水 木 金 土 

08:30-09:00 休

日 

準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 

09:00-12:00 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

休憩 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

13:00-15:30 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

15:30-16:00 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 

退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 

17:00-17:30       

17:30 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 
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就労支援センターＰＯＲＴハウス 

曜日 

時間 
日 月 火 水 木 金 土 

07:50-08:00 休

日 

準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 

08:00-10:00 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

10:00-10:15 休息 休息 休息 休息 休息 休息 

10:15-12:00 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

休憩 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

13:00-15:30 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

15:30-16:00 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 

退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 

17:00 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 

 

就労支援センターＮＥＷハウス 

曜日 

時間 
日 月 火 水 木 金 土 

08:30-09:00 休

日 

準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 

09:00-12:00 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

休憩 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

13:00-15:30 就業 就業 就業 就業 就業 就業 

15:30-16:00 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 

退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 

17:00-17:30       

17:30 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 

 

（５）年間事業計画 

 

月 行 事 名 備   考 

４  支援会議等 

５ お花見レク  支援会議等 

６ 職員健康診断 支援会議等 

７ 各種地域行事参加 支援会議等 

８  支援会議等 

９ 防災訓練 支援会議等 

１０ 各種地域行事参加 支援会議等 

１１  支援会議等 

１２ クリスマスレク、職員研修  支援会議等 

１  支援会議等 

２ 防災訓練 支援会議等 

３ 職員研修 支援会議等 

 

 

７ その他 

 

（１） その他の事項については、「就労支援事業運営規程」によるものとする。 
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（２） 2025 年 10 月を目途に、森町において「生活介護センターうわだい（仮称）」を開設予定。それ

に伴い就労支援センターWORKハウスについては、従たる事業所である「就労支援センターCREATE

ハウス」を閉所し、定員も 20名とする。 

 

 

C 生活介護事業 
 
１生活介護助事業の概要 

 

生活介護センターえーる 
 

施設名 

所在地 
事業開始年月日 利用定員 

職員配置

数 

生活介護センターえーる（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町桜町２丁目２番１６号 

℡（Fax）０１３８－８４－５６４５ 

2013年（平成 25年）10月 21日 ２５名 ９名 

 

２ 事業の目的 

 

 インクルージョンの理念に基づいた人間関係の形成及びコミュニケーション能力の向上を重視すると

ともに、 軽作業、散策、食事、入浴、体力づくり等、それぞれの利用者の障害状況を配慮し、地域生活

を進めていく上で必要な共に生きる力を育む社会活動を積極的に取り入れることを目標とする。 

 

３ 運営の方針 

 

① 利用者が自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、利用者に対して入浴、排せつ及び

食事の介護、創作的活動又は生産活動の機会の提供その他の便宜を適切かつ効果的に行うものとする。 

② 利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるものとする。 

③ 地域との結び付きを重視し、市町村、他の障害福祉サービス事業者、指定相談支援事業者、その他の 

保健医療サービス及び福祉サービスを提供する者との連携に努めるものとする。 

 

４ 事業計画 

 

（１）日 課 

 

曜日 

時間 
日 月 火 水 木 金 土 

08:30-09:00 休

日 

準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 準備・打合せ 

09:00-12:00 作業 作業 作業 作業 作業 作業 

休憩 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 昼 食 

13:00-15:30 作業 作業 作業 作業 作業 作業 

15:30-16:00 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 清掃・打合せ 

退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 当事者退勤 

17:00-17:30       

17:30 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 職員退勤 
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（２）活動内容 

 

個別ニーズに基づき支援計画を作成し、就労支援等の充実を図る。 

 

①食事の提供 

 食事は生活の基本であり、食の充実は生活の豊かさにつながる。温かい雰囲気で食事を楽しんでもら

えるように努め、他者との楽しいコミュニケーションの場となるようにする。 

②入浴又は清拭 

 自宅の浴槽等での入浴が困難な利用者に入浴支援を行う。安心して入浴できるように入浴道具一式を

用意し明るく楽しい入浴となるように努める。 

③生産活動 

 ホールド磨き、段ボールの仕切り作りの作業を通して、社会的経済的自立を図ることができるよう努

める。 

④創作的活動 

 利用者のニーズに応じた趣味の活動を保障し、楽しい雰囲気で活動できるように努める。   

⑤生活相談 

利用者の相談に応じ、社会生活上の様々な困難の解決を図るよう努める。 

⑥健康管理 

 利用者の多くは、健康面で自己管理ができず、痛みや苦しみを訴えることがうまくできず、症状を自

覚しにくい。一人一人をしっかりと見つめて、事故等のないように最大限の注意を払う。 

 

（３）年間事業計画 

 

月 行 事 名 備   考 

４  支援会議等 

５ お花見レク 支援会議等 

６ 職員健康診断 支援会議等 

７ 各種地域行事参加  支援会議等 

８  支援会議等 

９ 防災訓練 支援会議等 

１０ 各種地域行事参加 支援会議等 

１１  支援会議等 

１２ クリスマスレク、職員研修  支援会議等 

１  支援会議等 

２ 防災訓練 支援会議等 

３ 職員研修 支援会議等 

 

５ その他 

 

（１） その他の事項については、「生活介護センターえーる運営規程」によるものとする。 

（２） 2025 年 10 月を目途に、森町において「生活介護センターうわだい（仮称）」を開設予定。定員

は 20名を予定している。 
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D 共同生活援助（介護サービス包括型）・短期入所（空床利用型）事業 
 

○グループホーム すみれ（七飯町） 

・グループホーム すみれ  ・グループホーム オリーブ ・グループホーム めろん 

・グループホーム れんげ  ・グループホーム なのか  ・グループホーム かけ橋 

・グループホーム 明日へ  ・グループホーム そら   ・グループホーム そしあ 

・グループホーム つぐみ  ・グループホーム あざみ 

○グループホーム ノエル（森町） 

・グループホーム ノエル  ・グループホーム ゆくり  ・グループホーム ウエル 

・グループホーム あかり  ・グループホーム あゆむ  ・グループホーム 桜木 

・グループホーム 木の葉 

 

○グループホーム けやき（北斗市） 

・グループホーム けやき ・グループホーム かりん ・グループホーム ひなた 

・グループホーム いちご ・グループホーム あさがお・グループホーム あらた 

 

○ ショートステイ すみれ（七飯町）      

・ショートステイ すみれ  ・ショートステイ オリーブ ・ショートステイ めろん 

・ショートステイ れんげ  ・ショートステイ なのか  ・ショートステイ かけ橋 

・ショートステイ 明日へ  ・ショートステイ そら   ・ショートステイ そしあ 

・ショートステイ つぐみ  ・ショートステイ あざみ 

 

○ ショートステイ ノエル（森町）  

・ショートステイ ノエル  ・ショートステイ ゆくり  ・ショートステイ ウエル 

・ショートステイ あかり  ・ショートステイ あゆむ  ・ショートステイ 桜木 

・ショートステイ 木の葉 

 

○ショートステイ けやき（北斗市） 

・ショートステイ けやき  ・ショートステイ かりん ・ショートステイ ひなた 

・ショートステイ いちご ・ショートステイ あさがお ・グループホーム あらた 

 

 

１共同生活援助事業（介護サービス包括型）の概要 

 

○グループホームすみれ 

施設名 

所在地 
事業開始年月日 利用定員 職員配置数 

グループホーム すみれ（法人所有） 

北海道亀田郡七飯町本町１丁目 5番 11号 

2006年（平成18年）

10月 1日 
３名 

２９名 

グループホーム オリーブ（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町字上藤城 313番地 254 

2008年（平成20年） 

7月 31日 
４名 

グループホーム めろん（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町緑町１丁目 19番 2号 

2010年（平成22年）

8月 1日 
４名 

グループホーム れんげ（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町鳴川 4丁目 3番 38号 

2012年（平成24年） 

5月 1日 
４名 

グループホーム なのか（法人所有） 

北海道亀田郡七飯町本町 4丁目 3番 12号 

2015年（平成27年） 

3月 21日 
７名 
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グループホーム かけ橋（法人所有） 

北海道亀田郡七飯町本町 4丁目１番 31号 

2016年（平成28年） 

3月 5日 
９名 

グループホーム 明日へ（法人所有） 

北海道亀田郡七飯町本町 4丁目 3番 11号 

2013年（平成25年） 

8月 1日 
１０名 

グループホーム そら（法人所有） 

北海道亀田郡七飯町本町 4丁目１番 31号 

2017年（平成29年） 

９月１９日 
８名 

グループホーム そしあ（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町鳴川 2丁目 8番 27号 

2017年（平成29年） 

3月 1日 
４名 

グループホーム つぐみ（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町大中山１丁目９番３０号 

2017年（平成29年） 

2月 10日 
３名 

グループホーム あざみ（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町本町 6丁目 8番 11号 

2009年（平成21年） 

6月 21日 
４名 

ショートステイ 
2007（平成 19年）

8月 1日 
空床利用 

 

○グループホームノエル 

施設名 

所在地 
事業開始年月日 利用定員 職員配置数 

グループホーム ノエル（法人所有） 

北海道茅部郡森町新川町２８０番２ 

2011年（平成23年）

4月 1日 
７名 

２２名 

グループホーム ゆくり（法人所有） 

北海道茅部郡森町新川町２８０番地１ 

2012年（平成24年）

10月 1日 
７名 

グループホーム あかり（賃貸） 

北海道茅部郡森町字新川町２１１番地 1 

2013年（平成25年）

12月 1日 
２名 

グループホーム ウエル（賃貸） 

北海道茅部郡森町字新川町２１１番地１ 

2013年（平成25年）

12月 1日 
２名 

グループホーム あゆむ（法人所有） 

北海道茅部郡森町字新川町２７８番地２ 

2014年（平成26年）

7月 5日 
８名 

グループホーム 桜木（法人所有） 

北海道茅部郡森町字上台町１７７番地 

2015年（平成27年）

10月 1日 
１０名 

グループホーム 木の葉（法人所有） 

北海道茅部郡森町字上台町１７８番地 

2017年（平成29年） 

１１月２４日 
８名 

ショートステイ 
2011年（平成23年）

4月 1日 
空床利用 

 

○グループホームけやき 

施設名 

所在地 
事業開始年月日 利用定員 職員配置数 

グループホーム けやき（法人所有） 

北海道北斗市向野１丁目１５番１８号 

2017年（平成29年）

8月 14日 
８名 

１５名 
グループホーム かりん（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町桜町 2丁目 2番 17号 

2011年（平成23年） 

12月 28日 
２名 

グループホーム いちご（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町本町 2丁目 25番 9号 

2010年（平成22年）

2月 22日 
４名 

グループホーム ひなた（法人所有） 

北海道亀田郡七飯町大中山 2丁目 34番 26号 

2014年（平成26年） 

10月 10日 
５名 
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グループホーム あさがお（賃貸） 

北海道亀田郡七飯町大川 10丁目 8番 6号 

2008年（平成20年） 

7月 31日 
５名 

グループホーム あらた（法人所有） 

北海土亀田郡七飯町大中山 2丁目 2番 34号 

2022年（令和 4年） 

2月 16日 
６名 

ショートステイ 
2017年（平成28年）

8月 1日 
空床利用 

 

 

２ 事業の目的 

 

地域に点在するグループホーム、（空床利用ショートステイ）での生活を望む障害当事者に対し、日常生

活における援助等を行う等、自立生活の助長を図ることを目標とする。 

 

３ 運営の方針 

 

① 利用者が自立を目指し、地域において共同して日常生活を営むことができるよう、当該利用者の身体

及び精神の状況並びにそのおかれている環境に応じて共同生活住居において食事の提供、相談その他の日

常生活上の援助を適切に行うものとする。 

② 利用者の意思及び人格を尊重して、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるものとする。 

③ 事業の運営に当たっては、地域との結びつきを重視し、市町村、他の居宅支援事業者その他の保健医

療サービス及び福祉サービスを提供する者との連携に努めるものとする。 

④ 自らその提供する事業の質の評価を行い、常にその改善を図るものとする。 

⑤ 事業所の従業者は、事業の提供に当たっては懇切丁寧を旨とし、利用者に対し、サービスの提供方法

等について、理解しやすいように説明を行うものとする。 

 

４ 事業計画 

 

（１）日 課 

① 入居者の自主性に基づき、それぞれが生活のリズムを形成し、適切な日課を策定する。但し、朝食、

夕食の時刻は次のとおりとする。なお、一般就労者及びＰＯＲＴハウス利用者は、この限りではない。 

・朝食 ８：００  夕食 １８：３０ 

② 食事は入居者団欒の場として、全員居間で摂るものとする。 

③ 日課の策定が困難な入居者に対しては、世話人等が具体的に支援し、生活のリズムを形成するよう努

めるものとする。 

 

（２）活動支援 

・バックアップ施設との連携により、日中活動を保障する。 

・余暇の充実を図る（各種行事を計画し、入居者の生活にうるおいを与えるよう努める）。 

・食事、洗濯、入浴、清掃等に関するルール・分担について、世話人等とともに策定し、主体的、自立的

生活に必要な活動を行う。 

 

（３）相 談 

・入居者の相談に応じ、社会生活上の様々な困難の解決を図るよう努める。 

 

（４）年間事業計画 

 

月 行 事 名 備   考 

４ ホームミーティング 支援会議等 
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５ ホームミーティング 支援会議等 

６ 職員健康診断、ホームミーティング 支援会議等 

７ 行事の実施・参加、ホームミーティング 支援会議等 

８ ホームミーティング 支援会議等 

９ 防災訓練、ホームミーティング 支援会議等 

１０ 行事の実施・参加、ホームミーティング 支援会議等 

１１ ホームミーティング 支援会議等 

１２ 職員研修、ホームミーティング 支援会議等 

１ 職員健康診断、ホームミーティング 支援会議等 

２ 防災訓練、ホームミーティング 支援会議等 

３ 職員研修、ホームミーティング  支援会議等 

 

５ その他 

 

その他の事項については、「共同生活介護及び共同生活援助事業運営規程」及び「短期入所運営規程」に

よるものとする。 

 


